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から約 100gずつ果実を採集した (B)｡霊長研で飼育されている4頭のニホンザル (オスメス2
頭ずつ､うちヤクシマザル1頭)にそれぞれ果実を与え､消化管通過の際の種子生存率を算出し
た｡Bの種子に､ボールミルによる摩滅､塩酸溶液の温浴 (ph=2.0､39℃､1時間)､および蒸留
































鈴木 滋 (京都大 ･理･動物)
サルの群れの構成やサイズは､道路などの開けた場所を群れが通過する際にカウントするこ
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